南信州広域連合第２回広域連合会議 結果報告
日時：令和８年５月19日(火)　15:00～16:15
場所：県飯田合同庁舎301号会議室
【出席者】14市町村長管理者
　　　　　　〔JR東海中央新幹線長野工事事務所〕小池所長
　　　　　　〔長野県建設部リニア整備推進局〕平林局長・北原主事
　　　　　　〔飯田市〕牧内リニア駅周辺整備担当参事・下平リニア推進部長
　　　　　　〔南信州観光公社〕高橋代表取締役社長

　　　　　　〔南信州地域振興局〕大日方局長
　　　　　　〔飯田建設事務所〕折井所長
　　　　　　〔飯田保健福祉事務所〕岩本所長
　　　　　　〔下伊那郡町村会事務局〕岡庭局長
　　　　　　〔飯田広域消防〕下平消防長、熊谷消防次長兼総務課長、中本消防次長兼警防課長
　　　　　　〔環境センター〕関島事務長
　　　　　　〔事務局〕吉川事務局長・滝沢事務局次長兼総務課長
　　　　　　　　　　　乾地域医療福祉連携課長兼医療福祉連携係長・金田広域振興係長
　　　　　　　　　　　渡邊広域振興係企画調整担当専門主査
　　　　　　　　　　　熊谷補佐兼庶務係長・幾島庶務係主事
１　開会…15時45分
２　広域連合長挨拶
　　４月21日告示の阿南町長選挙で当選され、５月11日に阿南町長に就任された折山町長が今回の広域連合会議からご出席いただいている。広域連合の一員として当地域の発展に貢献いただければ。
　　桐林クリーンセンターの後利用としてのセイコーエプソン株式会社のバイオマス発電事業については計画中止となり、４月24日の竜丘自治会の総会の前、25日の桐林区会の総会の前の時間をお借りして地元の皆さんにもご説明した。新聞報道が先行したということもあり、厳しいお話をいただいた。５月20日に広域連合が主催する形で改めて説明会を行うこととしている。私も改めて説明に行ってくるので、その様子については６月に報告したい。

〔折山阿南町長挨拶〕
　　広域連合は単独市町村では対応が難しい課題に対して地域が力を合わせて取り組むための重要な枠組みと思っている。人口が減少している中で単独の市町村では解決できない課題が数多くあると思う。飯田下伊那は一つであるという意識の中で連携して解決していくということが重要であると思うし、リニア中央新幹線の件もあるので、飯田下伊那全体が発展して住民にとって暮らしやすいまちになること、よそから選ばれるまちになることができるように阿南町でも尽力させていただく中で協力させていただきたいと思っている。

３　協議・報告事項
　(1) リニア中央新幹線について

【県リニア整備推進局　平林局長】～資料No.１～
　　４月21日、５月18日に喬木村説明会及び喬木村リニア対策委員会を実施。
　　今後の予定としては、５月20日、５月21日に豊丘村においてリニア対策委員会及び豊丘村説明会を実施。JR東海から長野県に提出された発生土置き場本山における要対策土搬入に関する県の助言に対するJR東海の対応方針について説明を行う。６月15日に大鹿村においてリニア対策協議会を開催予定。その他、南木曽町及び中川村でリニア対策協議会を開催予定。
【JR東海中央新幹線長野工事事務所　小池所長】～当日配布資料～
　　喬木村において５月18日にリニア対策委員会で現在の村内の工事の進捗状況の説明を行った。
飯田市において、５月18日より、土曽川橋梁P2橋脚への要対策土搬入を開始。４月19日飯田市の野底山森林公園さくら祭りへのリニアブース出展。４月22日に上郷工区のヤード内にスペースを設けて飯田リニア展望台に地元自治会や報道機関を招待し、５月20日、30日の13時から一般公開を行う。
阿智村において萩の平工区の村道拡幅工事及び非常口ヤード整備工事を５月に完了。５月15日より斜坑掘削開始。
大鹿村において５月6日にツアー・オブ・ジャパン信州飯田ステージプレイベントの大鹿村大西グランプリへの協力。
高森町にて５月15日に第８回しごと★未来フェアへの企業紹介ブースを出展した。
（主な意見等）
大鹿村長：さきほどご報告もあったツアー・オブ・ジャパン大西グランプリへのご協力感謝申し上げる。５月27日のツアー・オブ・ジャパンの大鹿ステージでは、平日だが車両の運休等していただいてご配慮いただいている。御礼申し上げる。
阿智村長：萩の平工区の掘削開始ということで長い期間の工事で大変お世話になった。飯田リニア展望台は将来的にはどうなるのか。
JR東海：いつまで開設するのかということは考えていないが、今設けている場所はあくまでも仮の場所で将来的に道路の付け替えなどをすると法面などになる場所になるため、どこかのタイミングで撤去になる。工事の進捗を見ながら当面の間は設置したい。
阿智村長：中津川市などでは展望台ができると聞いたが、実際には設置されているか。
JR東海：実際に設置されているのは、神奈川県駅で工事状況が見られる場所がある。神奈川県のものと飯田市のものの二か所が現在あるという状況。

　(2) リニア中央新幹線長野県駅（仮称）の駅舎外観デザインについて（長野県・飯田市）
【県リニア整備推進局北原主事、飯田市リニア駅周辺整備担当牧内参事】～資料No.２～
　　リニア中央新幹線長野県駅（仮称）の駅舎外観デザインについて資料を基に説明がなされた。
　　ア　長野県より
　　　リニア長野県駅の駅舎デザイン検討にあたり、JR東海へ提出するキーワード・モチーフ及び外観に関する要望事項について、４月16日の広域連合会議で案を説明し、その後、リニア中央新幹線建設促進長野県協議会 会員に対して意見照会を実施した。キーワードである「信州伊那谷の風景と営み」については、地域性を表現するものとして概ね賛同を得ている。「南信州」という表現の追加や、地域の役割をより強調する補助的視点についての提案もあったが、広域的な波及効果を意識し、「信州伊那谷」という表現を採用したいとの考えが示された。モチーフについては、地域性をより具体的に表現する観点から、果樹園風景、市田柿、獅子舞などの地域資源や伝統文化を追加してはどうかという意見が寄せられた。また、伊那谷を取り囲むアルプスや天竜川などの地形的特徴についても表現修正を行った。さらに、未来志向の観点から、リニアや先端産業などの要素も取り入れ、地域の将来性を感じられるモチーフとして整理している。なお、掲載する写真については飯田下伊那地域のものを多く用いているが、「信州伊那谷」を構成する共通要素として整理し、JR東海へ提出する。
　　　駅舎外観デザインに関する要望事項については、素材・維持管理、木材等の地域資源活用、先端性と地域性の両立などに関する意見が寄せられ、これらを踏まえて文言の一部修正を行った。ただし、素材や維持管理に関する内容については、外観デザイン案作成段階であることから、今回の要望事項には盛り込まず、今後、推薦案提出時の関連要望事項として整理していく。そのほか、高架下空間の構造、商業機能や企業誘致、市民参加による駅前空間検討、将来的な変更にも対応できる柔軟な整備など、駅前空間全体に関わる意見も寄せられているとの説明があった。これらについては、今後、駅前広場活用検討会議等において引き続き検討していく。

　　イ　飯田市より
　　　キーワードについては、「信州伊那谷の風景と営み」から変更は行わない。

　　　モチーフについては、４点の修正を行った。一点目として、前景パースのキャプションに「アルプスや伊那山地」の文言を追加した。二点目として、果樹園の写真を追加し、「横へと枝を広げる樹形が特徴的な果樹園」とのキャプションを加えた。三点目として、市田柿の写真を追加し、「丁寧な手仕事で生み出される市田柿」とのキャプションを追加した。四点目として、お練り祭りの獅子舞写真を追加し、「深い彫りによって表情の凄みを伝えるお練り祭りの獅子頭」とのキャプションを追加した。また、要望事項についても修正を行い、内容は以下のとおり整理した。最終案がまとまったことから、今月末までにJR東海へ提出する。

　　　　(ｱ) 駅前広場整備コンセプトや地元要望事項を踏まえ、周辺住民の生活環境に配慮するとともに、長野県の南の玄関口としてふさわしい佇まいとなるよう、地元と連携して外観デザイン検討に取り組むこと。 

　　　　(ｲ) 駅舎外観とリニア高架橋との接続部については、調和のとれたデザインとなるよう配慮し、複数視点からのイメージパースを提示すること。 

　　　　(ｳ) 駅周辺からリニア車両を視認できるようにするとともに、車両内から伊那谷の風景を眺望できるよう、ガラス素材等を活用するなど工夫すること。 

　　　今後については、時期は未定だが、JR東海から複数のデザイン案が提示される予定であり、その段階で南信州地域を対象にアンケート等を実施し、推薦案を決定していく予定。なお、アンケート実施方法等については今後詳細を詰めていく予定であり、最終的には令和８年度末までに推薦案をJR東海へ提出する。

　　　→質疑等なし
　(3) リニア駅前広場活用検討について（飯田市）　　【飯田市リニア駅周辺整備担当牧内参事】～資料No.３～
　　リニア駅前広場活用検討について資料を基に説明がなされた。
　　提案趣旨としては、高架下空間を含む交流施設や魅力発信施設を活用し、観光案内や情報発信などについて南信州地域全体で議論を進めていきたいことから、関係機関へ検討会議への参画をお願いしたいとするもの。広域的な検討組織としては、リニア駅前広場活用検討会議とリニア駅アクセス検討会議の二つがあり、このうち駅前広場利活用に関する議論を行うのはリニア駅前広場活用検討会議。

　　今後は、観光案内、魅力発信、高架下空間活用などを中心に検討を進めることとし、会議構成員には、行政からは長野県リニア整備推進局、南信州地域振興局、南信州地域14市町村、上伊那圏域市町村、上伊那広域連合、南信州広域連合などが構成員となる。このほかに商工会議所など、DMOとして南信州観光公社など、バス・タクシー等交通事業者などが参加する予定。現在、駅前広場活用については、リニア開業時期が未確定であることから、令和７年３月14日の広域検討会議において、一旦検討を見合わせる方針となっており、議論が停止している状況だが、今後は、この検討を改めて再開していきたい。具体的には、約3,000㎡ある高架下空間について、どのような形で情報発信や交流機能を持たせるかを検討していく。リニア駅高架下空間は駅中心部に位置しており、飯田市では一部供用開始段階において、南側広場に整備予定の交流施設（仮称）を令和10年度中に供用開始する予定。また、その北側に位置するにぎわい創出施設エリアについては、官民連携による整備を想定している。駐車場については、合計500台程度の収容を見込んでいる。飯田市としては、高架下空間のみならず、交流施設を含めた駅前空間全体の利活用を検討していくため、関係機関にも積極的に参画いただきたい。利活用検討状況については、令和６年度から具体的検討を開始しており、現在は管理運営事業体設立に向けた前段組織として、ワーキンググループ及び設立準備会による検討を進めている。今後は、広場利活用方策や管理運営事業体設立に向けた検討を進め、令和９年度以降に管理運営事業体を立ち上げ、具体的事業計画や組織体制整備を進めていく予定。

　　また、ハード整備については、令和８年度に、橋梁等を含む土木工事、広場整備工事、大屋根用木材調達、実物大模型製作などを実施予定。

（主な意見等）
連合長：前回の広域連合会議や北部町村会との意見交換会の中でリニア駅の駅前広場の議論に参画したいというお話があったため、その枠組みについてご説明した。
副連合長：参画させていただけるということで、感謝申し上げる。以前、町村会の席でもお話しさせていただいたが、二次交通・公共交通分野の専門家である加藤先生に、学術関係のスタッフとして加わっていただけないかという件について、町村会として全会一致で推薦することを決定した。また、飯田市が進めている駅周辺整備についてだが、私どもがまず大事だと思うのが、駅の使い勝手。具体的には、タクシーバース、バスバース、ハイヤー・レンタカーの乗降場所、一般車送迎スペースがどの程度必要で、どのように配置されれば機能的なのかという点。実際、長土呂地区では、新幹線駅整備に合わせて居住区や商業区を整備したことで人口が増え、新しい小学校までできている状況。一方で、この地域は国勢調査の結果、この５年間で約11,500人もの人口減少となっており、これは、松川町や高森町がなくなったのと同じこと。したがって、人口増に向けてどういう形があり得るのか、先進地の事例も参考にしながら考えていく必要があると思っている。例えば、車の乗り換え動線だけでなく、地域全体のグランドデザインとして、居住機能、商業機能、場合によってはタワーマンションやショッピングセンターの誘致なども含め、この場所にこういう機能を持たせるということを地域側から提示していければ。名古屋から25分、東京から45分という時間軸は、リニア沿線にしかない大きな強みのため、都市部から人が逆流してくるような流れをつくり、それを地域の人口増につなげていくことも重要だと思っている。そうした意味でも、駅を利用する方々にとっての使い勝手を中心に据えながら、交流広場構想を考えていただければありがたいと思っている。

連合長：リニア駅アクセス検討会議で今後具体的にどういう路線を引いていくのかという議論が進んでくると思っている。リニア中央新幹線については、満車でも１編成あたり約1,200人のため、そこから実際に何人が降車し、どの方面へ移動するのかということを、冷静に数字として積み上げていく必要がある。先ほどのデータをベースにしながら、政策立案につなげていくことが非常に重要ではないか。また、土地利用の関係でショッピングモールやタワーマンションという話もあったが、この二つの検討会議の外側で議論していく内容になるかと思う。個人的には、タワーマンションという言葉には少し否定的なイメージを持っている。現在東京にあるようなタワーマンションが、この地域に元々暮らしている方々にとって本当に幸せな空間なのかと言われると、必ずしもそうではないのではないかと感じている。言葉の使い方だと思うが。居住のあり方については、今後十分に議論していく必要があると思っている。今後様々な検討の場があると思うので、引き続きよろしくお願いしたい。

　(4) ㈱南信州観光公社の運営状況について　　　　　　　　　　【㈱南信州観光公社高橋社長】～資料No.４～

　　株式会社南信州観光公社の運営状況について資料を基に説明がなされた

　　ア　令和７年度事業報告

　　　リニアブロック・市町村連携による観光コンテンツ開発・ツアー化事業については、多くの自治体の協力を得ながら、インフラツーリズムが具体化し、実際の観光商品として取り入れられる段階まで進展した。また、「南信州こだわりの旅」に本格的に取り組み始めてから10年以上が経過し、観光庁主催の「第３回サステナブルな旅アワード2025」において特別賞を受賞した。さらに、市町村観光担当者との対話を通じて、サステナブルツーリズム「GDTOP100」エントリーに向けた説明会を開催し、各取組について徐々に成果が現れてきている。インバウンド誘致については、各種商談会へ積極的に参加している。観光人材育成事業については、南信州の魅力を一言で表現することは難しいものの、地域を深く知ることで味わえる魅力があることから、それらを広く伝えるため、地域全体を案内できるガイド人材育成に力を入れて取り組み、令和８年２月及び３月には育成研修会を開催し、それぞれ約20名が参加した。また、南信州観光公社設立25周年記念事業を開催し、120名の参加があった。そのほかに既存観光拠点施設の再生、山岳文化・伝統文化の取組、二次交通対策などについても令和７年度中に事業推進を図った。また、営業戦略チームについても体制を拡充した。

　　　南信州キャンペーン事業では、飯田城の御城印を制作したところ大変好評であり、当初は週100枚、現在も週20枚程度の配布ペースとなっていることから、令和８年度も継続して取り組む。また、南信州冬のキャンペーンについては、令和８年度に本格的に取り組むことをPRしている。

　　イ　令和８年度事業計画について

　　　インバウンド誘致では、インバウンド向け商品造成に加え、観光庁や経済産業省の補助金を活用し、観光コンテンツ造成、地域ブランド確立、情報発信を新規事業として実施したい考えであり、観光庁と経済産業省の補助金獲得を目指している。観光人材育成事業については、令和７年度に実施したガイド育成をさらに発展させ、実地研修を通じた実践的なガイド育成を進めるとともに、インバウンド対応ガイドを育成する。
　　　また、「GDTOP100」の受賞を目指していく。南信州キャンペーン事業については、南信州冬のキャンペーンに向け、５月８日に第１回プロモーション会議を開催した。この取組については、地元新聞・マスメディアでも報道されている。冬季観光は特定コンテンツに偏りがちな傾向があるが、南信州は、積雪が比較的少なく訪れやすく、冬季でも日中は比較的温暖、多様な文化資源が存在するといった特徴があることから、ガイド育成とあわせ、地域独自の商品として旅行会社へ提案できる企画づくりを進めていきたいとの説明があった。この呼びかけに対し、現在27事業者が参加し、多様な意見やアイデアを出し合いながら取組を進めており、今年度特に力を入れて取り組む。そのほかに、天竜川中流域観光戦略事業、リニア中央新幹線駅前広場プラットフォーム検討についても引き続き参画し、様々な形で地域振興に関わっていきたい。

（主な意見等）
阿智村長：観光公社でいろいろな事業をやっていただき感謝申し上げる。今年度令和８年度から宿泊税が始まるため、県の補助金の申請を利用していただき、宿泊税を使ってこういう事業をやったということやハード面やソフト面でできることを県とも連携してご検討いただきたい。
下條村長：幅広くやられていることが分かった。どんどん伸びていただきたい。利用者の人数など具体的なものがあれば示していただきたい。年度で伸びているのか伸び悩んでいるのかも含めて報告いただきたい。
高橋社長：視覚的にも分かりやすい資料作成を心掛けていきたい。
連合長：市町村は南信州観光公社の出資者のため、どんどん注文して働いていただければと思っている。
　(5) 旧桐林クリーンセンターの解体及びバイオマス発電所建設計画中止への対応について
【関島事務長】～資料No.５～
　　旧桐林クリーンセンターの解体及びバイオマス発電所建設計画中止への対応について資料を基に説明がなされた。
　　ア　桐林クリーンセンター解体工事の完了について
　　　(ｱ) 工事名：令和６・７年度桐林クリーンセンター解体工事
　　　(ｲ) 工事個所：飯田市桐林2254-47
　　　(ｳ) 工期：令和６年６月28日から令和８年３月27日まで（変更前は2月28日まで）
　　　(ｴ) 受注者：熊谷・シブキヤ特定建設工事共同企業体
　　　(ｵ) 請負額：1,127,500千円
　　　(ｶ) 工事内容：解体工事一式　鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　　　　　　　　　  地下２階・地上４階建（延べ面積9,990.84㎡・敷地面積32,200㎡）
　　イ　バイオマス発電所建設計画中止について
　　　(ｱ)  建設計画の概要
　　　　化石燃料に依存せず自社使用する電力を再生可能エネルギー化することを目的に主に南信州地域の木材を燃料とする発電出力1,990kw、年間発電量14,000,000kWhのバイオマス発電所の計画。
　　　(ｲ) 計画中止の経緯
　　　　令和５年11月にセイコーエプソン株式会社社内の経営会議で承認された事業であったが、経営陣が変わり再検証の指示が出て再精査を実施した。その結果、物価や人件費の高騰による経済環境の変化により、令和５年の計画時の見込みと比較して投資費用総額が７％、ランニングコストが20％上昇するが売電収入は変わらないということが分かり、継続性が確保できないという判断となった。対応策として燃料調達の契約と他社との共同運営を検討したが、燃料調達については価格固定はできず、他社との共同運営についても運営主体が現れなかった。そのほかに事業所・営業所・開発拠点などの設置も検討したが実現性が低く事業を中止する判断となった。
　　　(ｳ) 建設計画中止のプレスリリース
　　　　令和８年４月27日にセイコーエプソン株式会社よりプレスリリース。
（主な意見等）
連合長：5月20日の19時から竜丘公民館にて一連の状況説明を行う。その様子については６月の連合会議でご報告する。
　(6)  稲葉クリーンセンターの運転状況について　　　　　　　　　　　　　　　【関島事務長】～資料No.６～
　　稲葉クリーンセンターの運転状況について資料を基に説明がなされた。

　　　ア　ごみ搬入量
　　　　令和６年度：27,826.81t
　　　　令和７年度：27,413.83t
　　　　対前年度比：98.52%（411.98tの減）
　　　　搬入量は減少し、稼働開始以来最も低い値となっているが、計画値を上回った状況が続いており、約120％の運転をしている状況。計画値は施設の効率的な運転に関わる数値のため、計画値との過剰な乖離は運転日数の増加やメンテナンス工事費などの全体の事業費の増加につながる。
　　　　市町村別ごみ搬入量については、10市町村で搬入量の減となった。
　　　　今後も広報などによるごみの減量化への啓発、施設の効率的運営、長寿命化への取組を進めていく。

　　　イ　売電相当収益
　　　　令和６年度：96,364,597円（バイオマス比率：63.40%）
　　　　令和７年度：90,125,246円（バイオマス比率：61.63%）
　　　　対前年度比：93.53%（6,239,351円の減）
　　　　バイオマス比率が高いほど売電相当収益が上がってくるため、４月開催のごみ処理事務担当者会議で周知を行った。
　　　ウ　搬入台数
　　　　令和６年度：直接搬入　46,477台
　　　　　　　　　　委託収集　   9,483台
　　　　　　　　　　合　　計　55,960台

　　　　令和７年度：直接搬入　48,819台
　　　　　　　　　　委託収集　   9,332台
　　　　　　　　　　合　　計　58,151台

　　　　対前年度比：103.92%（2,191台増）
　　　エ　ごみ組成分析の結果
　　　　委託収集ごみの組成割合のうち資源ごみ（紙・プラ）の組成割合は11.09%。資源ごみが正しく排出されることで、年間の燃やすごみの搬入量の削減につながっていく。プラ資源循環促進法によるプラスチック由来廃棄物の資源化に着手する市町村が13市町村となり、取組の効果が搬入ごみの減量につながることが期待される。
　　　オ　令和７年度稲葉クリーンセンター直接搬入ごみに関わる料金改定効果について
　　　　令和7年10月に稲葉クリーンセンターの直接搬入ごみにかかる使用料を10キログラムあたり180円から220円に改定し、改定後の６か月間でその効果を分析した。全体のごみ搬入量の減少については期待されるほどの効果はみられず、10月以降の直接搬入量が増加してしまったという状況だった。使用料収入については、18,516.68千円の増収となった。ごみ排出量の抑制効果については明らかな効果はみられていないが、施設運営に関わる財政負担の軽減については一定の効果が見られた。今後も影響を継続して注視していくとともにごみ搬入量の減量化を検討していく。
（主な意見等）
副広域連合長：この地域は農家が多いなどの理由で全国的にもごみの量が少ない地域と認識している。長野県の中で各地区の状況があるとは思うが、ごみの分別がどうなっているかの比較をしていただけると良いと思う。分別することは良いことだと思うが、東京ではもっと大まかな分別をしており、この地域の分別を面倒に感じるという声も聞く。この地域の方法に合わせてもらうしかないが、そういうことが人口減につながっていることがあるとどうかと思うので、いろいろと研究していくことが重要だと思う。
連合長：そうですねとは言えない。
　
　(7) 文化芸術活動支援センターの運営状況について　　　　　　　　　　　　【吉川事務局長】～資料No.７～

　　文化芸術活動支援センターの運営状況について資料を基に説明がなされた。
　　
　　　→質疑等なし
　(8) 看護師等確保対策修学資金貸付事業について　　　　　　　　【乾地域医療福祉連携課長】～資料No.８～
　　看護師等確保対策修学資金貸付事業について資料を基に説明がなされた。
　　ア　令和８年度応募状況
　　　応募者17人（新卒10人、在学生４人、在職者３人）
　　イ　選考審査会
　　　(ｱ) 日時：令和８年５月19日（火）19時から
　　　(ｲ) 場所：はにかむべーすA棟201-202会議室
　　　(ｳ) 選考委員：10名
　　　(ｴ) 選考審査の評価項目：作文、世帯の所得、卒業校の偏差値など
　　ウ　審査会後の日程
　　　６月中旬   　  貸与決定通知書送付
　　　７月23日　  第１回修学資金振込（４か月分）
　　　８月以降   　  第５回以降修学資金振込（毎月）
　　エ　貸与者及び貸与終了者の概況
　　　貸与中の在学生： 24名
　　　就職による猶予者：38名
　　　疾病による猶予者：１名
　　　進学による猶予者：１名
　　　返還対象者：17名
　　　満了による免除者：14名

　　　就職者実数：49名

　　　→質疑等なし
　(9) 介護のしごと相談会の開催について　　　　　　　　　　　　【乾地域医療福祉連携課長】～資料No.９～

　　介護のしごと相談会の開催について資料を基に説明がなされた。
　　令和５年度より年２回開催しており、通算７回目の開催となる。出展事業所が１回あたり20～25事業所。来場者が１回あたり20～30人。相談会を通じて就職につながった人数が令和６年度までが年間で４名。令和７年度が８名だった。
　　ア　開催日時：令和８年６月27日（土）　10時～12時まで
　13時～15時まで
　　イ　会場：エス・バード　ホール（A棟２階）
　　ウ　参加対象者
　　　(ｱ) 出展事業所：圏域内の高齢者及び障がい者の介護に関わる事業所・施設
　　　(ｲ) 来場者：介護に関わる仕事に就労を目指している方、介護の仕事に関心のある方（予約不要）
　　エ　その他：事前予約によりZoomでの相談対応可能。
　　　→質疑等なし
　(10) 飯伊建設業協会からの車いす寄贈について　　　　　　　　【乾地域医療福祉連携課長】～資料No.10～
　　飯伊建築業協会からの車いすの寄贈について資料を基に説明がなされた。
　　平成14年より毎年一般社団法人飯伊建築業協会から南信州広域連合に対して車いすが寄贈され、飯田建築業クラブからも飯田市へ車いすが寄贈されている。
令和８年度は５月11日（月）に飯田市役所にて寄贈式が開催され、飯伊建築業協会からティルト・リクライニング車いす２台が寄贈された。広域連合に対する寄贈は25回目で56台。広域連合に寄贈された車いすは、広域連合が入所調整を行っている圏域内の特別養護老人ホーム15施設に順番に配置している。今年度は特別養護老人ホーム第二飯田荘及び特別養護老人ホーム天龍荘に１台ずつ配置した。
　　　→質疑等なし
　(11) 飯田広域消防から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【中本消防次長】～資料No.11～
　　熱中症予防啓発のチラシについて資料を基に説明がなされた。
　　昨年の統計的なデータを基に住民が直感的に熱中症リスクを理解し具体的な行動につなげられるように作成。
　　管内の公共施設や高齢者世帯の配布、各種講習会の活用を予定している。
　　　→質疑等なし
　(7) その他
　　　後援依頼
　　　　以下いずれも承認。

　　　　ア　いいだ人形劇フェスタ2026
催事名：いいだ人形劇フェスタ2026
主催団体：いいだ人形劇フェスタ実行委員会、飯田市、飯田市教育委員会
開催期日：令和８年７月30日（木）から８月２日（日）まで
会場：飯田文化会館、飯田人形劇場ほか飯田市内外の約100会場
　　　　イ　第19回　武田信玄狼煙会　狼煙リレー
催事名：第19回　武田信玄狼煙会　狼煙リレー
主催団体：武田信玄狼煙会（事務局）
開催日時：令和８年８月29日（土）
会場：参加市町村の狼煙場及びその付近
後援団体：長野県教育委員会ほか
４　長野県
　(1) 南信州地域振興局【大日方局長】～資料No.13～
　　令和８年地域発元気づくり支援金の２次募集の実施について資料を基に説明がなされた。
　　１次募集採択件数35件だったが、その後辞退があったため、２次募集を実施する。
　　募集期間：令和８年５月11日（月）から６月12日（金）まで
　　　　　　　７月上旬に採択の通知を行い、７月下旬に交付決定。
　　　→質疑等なし
　(2) 飯田建設事務所【折井所長】
　　全国治水砂防協会の総会、治水同盟会、防災協会の全国大会にご出席いただける首長に感謝申し上げる。今年度より長野県の建設部長が国交省から出向の森下部長に変わった。引き続きのご支援を。
　(3)飯田保健福祉事務所【岩本所長】
　　はしかの感染も増えてきている。１月１日から５月の第３週末までで全国的に462件の感染が確認されており、長野県では３件の感染が確認されている。昨年が県全体で２件のため昨年の感染者数を上回っている。令和７年は全国では265件のため５月の段階で昨年の1.7倍になっている。公衆衛生上ヒトヒト感染と空気感染を最も警戒すべき。ほとんどの人が自然抗体を持っており、生涯免疫を獲得している。ワクチンは人によっては効力がなくなってくることがある。１回かかった人は大丈夫だが、小さい子供でワクチンを打っていない場合は警戒しないといけないと思っている。
　　　→質疑等なし
５　当面の日程について
　　　５月25日（月）10時00分　広域連合議会第１回臨時会及び全員協議会（はにかむべーす）
　　　６月16日（火）　　　　　     広域連合会議（県合同庁舎講堂）

６　その他
７　閉会…16時15分
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